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ている。生誕 200 年に当たる 2012 年に焦点を当
てた近年の協会活動は目覚しく，2000 年から
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天使」（Angel in the House）でなくギャスケル



































ル「Gaskell と Bowen における‘home’─── 



































of Youth 1933）─── 2015 年に映画化，邦題は『戦
場からのラブレター』───を中心に読み，シン
ポジウムの統一テーマにおける＜女性＞を 







紀半ばから 20 世紀初頭の第 1 期フェミニズムの
時期であるが，ギャスケルの地域社会への類まれ
な関心・貢献や感情労働（ケア）への注視は














について─── Austen, Carroll, Hawthorne, D. 
H. Lawrence, Faulkner』（東京大学出版，2015 年）
に言及しつつ，英文学史（特に 17 世紀に勃興し
た小説）と読者との関わりに着目し，英文学にお
ける「ポライトネス」（politeness）とメディアと
の関係性という視点から，ギャスケル文学の特質
を「遠慮」，また，彼女と同時代の作家であるジ
ョージ・エリオット（1819-80）文学の特質を「我」
として明らかにした。ギャスケルの『メアリ・バ
ートン』とエリオットの『ミドルマーチ』（1871-
2）を上記観点から読み比べ，「善意」とは相手を
語り尽くのではなく，接近してなお語り尽くせな
いシンパシーを抱き，リスペクトする相手には接
近への衝動とその挫折のブレンドしながら語るこ
とであるとの結論に達した。語り手と登場人物の
「人間関係」に注目しながら文学作品を読むと，
語り手の周辺には通常の人間関係と同じような
「礼儀作法の圏域」が生きているのではないか，
また，書き言葉としての英語におけるスペリング，
パンクチュエーション，構文，語彙，話題の選択
は立派な「作法」であり，このような密な関係性
は現代の twitter の効能にも見受けられるという
説は非常に説得力があった。文学と現代のメディ
アとの関連性の新しい可能性を示唆する講演であ
った。
◆シンポジウムと講演を終えた後，東京駅地下
の「神戸屋レストラン」丸の内店で懇親会があっ
た。大会会場では語り尽くせなかったことを「遠
慮」と「我」を交差させながら，英文学だけでな
く英語教育の展望について語り合った。また，
2017 年にギャスケル協会による発行予定の論文
集についても話が弾んだ。
